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平成28年度の
主な事業

甲賀市の財政状況

　ここでは、平成 28年度に実施した事業の成果の一
部を紹介します。

　平成 28年度に実施した主な事業の詳細については、
市ホームページ「甲賀市の決算」に掲載しています。
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　市民サービスの一層の向上や安心・
安全のための防災機能の強化、組織運
営の効率化などを図るため、新庁舎の
整備を行い、本年５月のオープンにつ
なげました。

▲新庁舎本館

第
３
子
保
育
料
無
料
化
事
業　

１
，５
７
８
万
円

　子育て世帯（所得制限有）に対する経済的負
担の軽減対策として、保育園等に通園してい
る第３子以降の保育料の無料化に取り組み、
少子化対策を推進しました。

▲保育園で工作する園児

忍
者
活
用
観
光
戦
略
事
業　
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万
円

　甲賀流忍者のＰＲとして、観光情報誌の作
成やテレビ番組の活用等メディアを意識した
観光施策を展開しました。
　また、貴生川駅舎やコミュニティバスに忍
者のラッピングを施すことにより甲賀流忍者
の知名度向上に努めました。

▼
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生
川
駅
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ピ
ン
グ

子
育
て
世
代
包
括
支
援�

 

セ
ン
タ
ー
整
備
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業　
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　産前・産後・育児に関する一連のサポー
トを行うため、鹿深夢の森内にある甲賀
創健館を改修し、雨の日でも利用ができ
る多目的広場を備えた子育て世代包括支
援センター「ここも～り」を整備しました。

▲甲賀市子育て世代包括支援センター「ここも～り」
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導
入
事
業　

４
０
９
万
円

　マイナンバーカードや住民基本台帳
カードを利用して多機能端末機から住民
票の写し等の証明書が取得できるサービ
スを導入し、６時 30 分から 23 時まで
全国の主要なコンビニで証明書の取得が
可能となりました。

地
場
産
業
振
興
事
業　

１
，７
８
６
万
円

　信楽のもつ独特の景観や文化を生かし、多
くの観光客を魅了できるイベントとして信楽
ファン獲得と地場産業の振興につなげる「第
3回信楽まちなか芸術祭」を開催しました。

▲信楽まちなか芸術祭

学
習
支
援
事
業　１

，０
４
０
万
円

　支援が必要な家庭の子どもたちが、生きる
力や規則正しい生活習慣を身につけるため、
学習支援事業「学んでいコウカ」の拡充を図
り、「水口教室」に加え、「甲南教室」「信楽教室」
の２教室を増設し３カ所で実施しました。

▲学習支援事業「学んでいコウカ」

▼

�

コ
ン
ビ
ニ
の
多
機
能
端
末
機��

に
よ
る
証
明
書
発
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平
成
28
年
度
決
算
に
基

づ
く
甲
賀
市
の
健
全
化
判

断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　

算
定
の
結
果
、
こ
れ
ま

で
の
市
債
の
発
行
抑
制
や

繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
り

実
質
公
債
費
比
率
は
0.4
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
が
、

将
来
負
担
比
率
は
新
庁
舎

整
備
事
業
に
か
か
る
市
債

の
発
行
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
8.1
ポ
イ
ン
ト
の

増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
自
主
的
な
改

善
努
力
が
求
め
ら
れ
る
早

期
健
全
化
基
準
と
は
大
き

く
差
が
あ
り
、
依
然
と
し

て
健
全
な
状
態
を
保
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
限
ら
れ

た
財
源
を
効
果
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
一
層
の

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
平
成
28
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計

お
よ
び
各
特
別
会
計
決
算
、
基
金
の

運
用
状
況
、
公
営
企
業
会
計
決
算
、

財
政
健
全
化
お
よ
び
経
営
健
全
化

判
断
比
率
に
つ
い
て
、
審
査
に
付
さ 

れ
た
各
会
計
の
決
算
書
お
よ
び
付

属
書
類
等
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
い

ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作

成
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
計
数
も
正

確
で
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
黒
字

を
維
持
し
、
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
病
院
事
業
会
計
と
介
護
老

人
保
健
施
設
事
業
会
計
に
純
損
失

が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
会
計
で

は
純
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び

各
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
も 

良
好
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
財

源
の
確
保
や
収
納
向
上
対
策
等
に

よ
る
収
入
未
済
額
の
更
な
る
縮
減

に
最
大
限
努
め
る
一
方
、
各
施
策
や

事
業
の
緊
急
性
、
有
効
性
等
を
見

極
め
た
う
え
で
、
限
ら
れ
た
財
源

の
効
果
的
な
経
費
支
出
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
国
内
外
の
大
き
な

時
代
の
流
れ
を
的
確
に
読
み
取
り
、

組
織
の
現
状
分
析
・
改
善
を
持

続
的
に
展
開
し
な
が
ら
、
市
民
福

祉
の
充
実
と
向
上
を
最
優
先
し
て
、

「
住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」「
選
ば
れ

る
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ
し
い
甲
賀
市

づ
く
り
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
切

に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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問合せ

全項目で健全化基準をクリア

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規

模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
を
示
す
も
の
で
す
。

◆�

全
て
の
公
営
企
業
会
計（
病
院
・
水
道
・

診
療
所
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
下
水

道
）で
資
金
不
足
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　
経
営
健
全
化
基
準
…
20
％

資金不足比率

健全度
は？

決
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審
査
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監
査
委
員　

山や

ま

本も

と

哲て

つ

雄お　

白し

ら

坂さ

か

萬ま

里り

子こ

健全化判断比率

指標 平成
28年度

平成
27年度

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率
（一般会計などの赤字の割合）

赤字なし 赤字なし 12.13％ 20％

連結実質赤字比率
（全会計の赤字の割合）

赤字なし 赤字なし 17.13％ 30％

実質公債費比率
（１年間の収入に対して返
済する借金が占める割合）

10.2％ 10.6％ 25％ 35％

将来負担比率
（財政規模に対して将来に負
担が見込まれる負債の割合）

68.8％ 60.7％ 350％ －

健全

健全

増加

改善

  昨年より0.4％  

  昨年より8.1％  

イエロー
カード

レッド
カード
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